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革新・
愛知の会

核
兵
器
禁
止
条
約
実
現

本
当
に
よ
か
っ
た
！

条
約
実
現
の
知
ら
せ
は
10
月

25
日
の
朝
６
時
に
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ

か
ら
は
い
り
ま
し
た
。
実
現
の

確
信
は
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

で
人
類
の
未
来
展
望
が
で
き
て

よ
か
っ
た
！
と
思
い
ま
し
た
。

物
理
学
が
人
類
を
死
滅
さ
せ

る
・
・
・

大
学
の
３
年
生
の
１
９
５
４

年
３
月
１
日
、
ビ
キ
ニ
事
件
が

あ
り
、
自
分
の
体
験
し
た
広
島

原
爆
の
１
０
０
０
倍
の
水
素
爆

弾
を
自
分
が
研
究
し
よ
う
と
す

る
物
理
学
が
つ
く
り
だ
し
、
人

類
を
絶
滅
さ
せ
る
道
具
を
つ
く
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
に
大
き
な
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
ま
し
た
。

急
き
ょ
、
学
生
大
会
を
ひ

ら
き
、
学
生
た
ち
で
原
水
爆
禁

止
広
島
学
生
協
議
会
を
つ
く
り
、

私
は
実
行
委
員
長
に
な
り
ま
し

た
。
原
水
協
を
最
初
に
つ
く
っ

た
の
は
広
島
の
学
生
で
す
。
そ

の
中
に
は
私
以
外
に
も
被
爆
者

が
い
ま
し
た
。
核
兵
器
禁
止
条

約
が
必
要
だ
と
学
生
な
が
ら
考

え
ま
し
た
。
広
島
中
を
探
し
て

被
爆
者
の
写
真
を
集
め
、
48
枚

の
原
爆
被
害
の
パ
ネ
ル
を
つ
く

り
ま
し
た
。
条
約
が
60
年
余
り

の
今
日
実
現
し
た
の
で
喜
び
は

人
一
倍
で
す
。

国
際
条
約
の
発
展

核
兵
器
禁
止
の
人
類
の
運
動

は
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
き
た

の
か
。

１
８
６
８
年
「
サ
ン
ク
ト
ペ

テ
ル
ベ
ル
ク
宣
言
」
に
は
じ
ま

り
１
９
４
５
年
「
国
連
憲
章
」

制
定
ま
で
の
77
年
間
は
、
非
人

道
兵
器
の
使
用
禁
止
か
ら
国
際

紛
争
で
武
力
行
使
を
禁
止
す
る

原
則
に
到
達
し
た
歴
史
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
１
９
４
５
年

８
月
原
爆
投
下
か
ら
75
年
間
、

核
兵
器
に
よ
る
脅
迫
を
背
景

に
し
た
軍
事
同
盟
で
武
力
行

使
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

１
９
８
５
年
か
ら
「
ヒ
ロ

シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
か
ら
の
ア

ピ
ー
ル
署
名
」
を
取
り
組
み
、

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
の
議
題

に
核
兵
器
廃
絶
を
加
え
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
０
０
０
年
の
再
検
討
会

議
で
核
兵
器
廃
絶
の
明
確
な

約
束
を
さ
せ
、
（
二
面
へ
）

10
月
25
日
、
長
年
の
人
類
の
夢
で
あ
る
核
兵
器
廃
絶
条
約
に
批
准
す
る
国
が
50
カ
国
に
達
し
、
条
約
と
し
て
発
効
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
の
は
じ
ま
り
で
す
。
核
兵
器
廃
絶
運
動
に
科
学
者
と
し
て
、
被
爆
者
と
し
て

永
年
取
り
組
ま
れ
て
き
た
沢
田
昭
二
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

（
聞
き
手
・
近
田
美
保
子

写
真
撮
影
・
山
本
晃
子
）

核兵器禁止条約が発効 人類社会は新しい段階へ！インタビュー

コ
ロ
ナ
危
機
は
、

わ
が
国
の
社
会
保
障

体
制
の
脆
弱
さ
を
露

呈
、
そ
れ
が
自
己
責

任
押
し
つ
け
の
新
自

由
主
義
路
線
に
あ
る

こ
と
に
、
国
民
は
気

付
き
始
め
た
▼
菅
首
相
は
、

先
ず
「
自
助
・
公
助
」
を
叫

ん
で
い
る
が
そ
の
根
拠
は
、

自
民
党
が
野
党
時
代
の
二
〇

一
〇
年
、
政
権
復
活
を
目
指

し
て
採
択
し
た
「
新
し
い
綱

領
、
新
た
な
出
発
」
に
あ
る

▼
新
綱
領
は
「
政
策
の
基
本
」

で
「
自
助
自
立
す
る
個
人
を

尊
重
し
、
そ
の
条
件
を
整
え

る
と
と
も
に
、
共
助
・
公
助

す
る
仕
組
み
を
充
実
す
る
」
、

「
目
指
す
日
本
像
」
で
「
家

族
、
地
域
社
会
、
国
へ
の
帰

属
意
識
を
も
ち
、
自
立
し
、

共
助
す
る
国
民
」
と
あ
る
▼

自
民
党
政
権
は
「
全
世
代
型

社
会
保
障
」
を
掲
げ
る
が
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
人
生
１
０

０
年
時
代
、
生
涯
現
役
“
一

億
総
活
躍
社
会
”
」
、
「
死

ぬ
ま
で
働
け
」
と
言
わ
ん
ば

か
り
▼
コ
ロ
ナ
危
機
乗
り
切

る
に
は
自
民
党
新
綱
領
は
桎

梏
で
あ
る
。
新
自
由
主
義
か

ら
の
転
換
こ
そ
、
新
し
い
政

治
の
出
発
で
あ
る
。

（
西
村
秀
一

革
新
・
愛
知

の
会
代
表
世
話
人
／
愛
知
社

保
協
顧
問
）

平民の暮らし

核兵器反対の被爆者を含む世論が条約実現へ

沢田 昭二 さん
さ わだ しょうじ

1931年生まれ 素粒子理論物理学者。名

古屋大学名誉教授。原爆放射線による内

部被ばく研究で被爆者の原爆症認定訴訟

勝利に導いた。日本原水協代表理事。

愛
知
民
医
連

（
愛
知
県
民
主
医
療
機
関
連
合
）

会
長･

早
川
純
午
さ
ん

昨
年
末
、
中
国
武
漢
で

発
生
し
、
今
年
２
月
14
日
、

ハ
ワ
イ
帰
り
の
方
が
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
と
診
断
さ
れ

名
古
屋
で
の
コ
ロ
ナ
対
策

が
現
実
化
し
た
。
２
月
末

に
は
民
医
連
の
病
院
で
入

院
患
者
が
見
つ
か
り
、
治

療
と
病
院
外
来
の
閉
鎖
、

院
内
感
染
の
防
止
な
ど
大

き
な
努
力
が
な
さ
れ
た
。

国
民
の
受
療
権
を
守
る

と
も
に
職
員
の
安
全
も
守

り
医
療
崩
壊
を
防
ぐ
努
力

を
し
て
き
た
。

感
染
症
対
応
の
原
則
は

感
染
源
の
確
定
・
隔
離
と

感
染
経
路
の
遮
断
・
感
染

者
の
治
療
で
あ
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
を
二
類
感
染
症
相

当
の
指
定
感
染
症
と
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
の
保
健
所

抑
制
政
策
に
よ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
、
病
床
、
資
材
の
不

足
が
当
初
よ
り
あ
り
、
感

染
源
の
確
定
・
隔
離
が
進

ま
ず
時
間
が
か
か
り
不
安

も
強
か
っ
た
。
対
応
す
る

ベ
ッ
ド
が
判
明
せ
ず
、
転

院
で
き
な
い
ま
ま
、
通
常

病
棟
を
制
限
し
の
入
院
が

つ
づ
き
、
職
員
感
染
の
危

険
が
一
層
深
刻
で
し
た
。

そ
の
後
の
国
民
の
声
に
よ

り
、
検
査
、
資
材
も
増
え

た
。
し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン

を
含
む
治
療
法
は
ま
だ
確

定
し
て
い
な
い
。

国
は
、
感
染
経
路
の
遮

断
の
た
め
国
民
に
一
方
的

な
自
粛
を
求
め
、
生
活
困

窮
の
声
に
あ
る
程
度
の
補

償
を
出
し
た
。
し
か
し
、

実
際
は
私
た
ち
の
医
療
機

関
に
来
れ
な
く
な
り
、
一

般
の
外
来
入
院
も
２
〜
３

割
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、

仕
事
を
失
い
一
気
に
治
療

が
で
き
な
く
な
る
人
々
も

急
増
し
、
当
院
の
無
料
定

額
医
療
費
制
度
を
利
用
す

る
人
が
増
え
て
い
る
（
名

古
屋
市
は
こ
の
事
業
に
対

し
税
制
の
優
遇
は
な
い
）
。

菅
首
相
は
、
政
策
理
念

で
「
自
助
・
共
助

そ
れ

で
困
っ
た
ら
公
助
」
と
い
っ

た
。
コ
ロ
ナ
が
教
え
て
く

れ
た
の
は
、
自
助
・
共
助

で
は
な
く
、
ま
ず
公
助
＝

政
府
は
国
民
の
生
活
健
康

を
守
る
こ
と
を
最
大
の
任

務
に
し
な
け
れ
ば
な
い
。

こ
の
理
念
で
は
一
層
社
会

保
障
は
破
壊
さ
れ
る
。
私

た
ち
が
助
け
合
い
だ
け
で

は
な
く
、
手
を
握
り
政
府

を
変
え
、
コ
ロ
ナ
渦
か
ら

新
し
い
安
心
の
社
会
を
創

る
し
か
な
い
。

多数派
めざして

隔月掲載です。

革新・愛知の会 第３０６号 ２０２０年１１月１０日（６）

新型コロナ渦の中で

―新しい安心の

社会の実現を

10
月
24
日
、
第
４
回
連
続

憲
法
講
座
「
憲
法
が
受
け
止

め
る
多
様
な
世
界
ー
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
視
点
か
ら
」
講
師
：

岡
野
八
代
さ
ん
。

岡
野
さ
ん
は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で

講
演
。
岡
野
さ
ん
は
、
そ
も

そ
も
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と
は

何
か
と
語
り
、
21
世
紀
で
も

な
お
、
規
律
・
没
個
性
が
追

求
さ
れ
て
い
る
。
憲
法
９
条
、

13
条
、
24
条
の
大
切
さ
を
改

め
て
考
え
よ
う
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー

や
格
差
の
し
ば
り
か
ら
自
由

に
な
り
、
人
々
が
互
い
に
ケ

ア
す
る
関
係
を
保
護
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
語
ら
れ

ま
し
た
。

次
回

11
月
21
日
（
土
）

「
市
民
と
野
党
の
共
闘
で
連

合
政
権
へ
ー
格
差
と
貧
困
、

生
き
づ
ら
さ
に
寄
り
添
っ
て
」

講
師
：
冨
田
宏
治
さ
ん
（
関

西
学
院
大
学
）

会
場
：
労
働
会
館
東
館
ホ
ー

2020年
連続憲法講座

いまこそ
憲 法

革新・愛知の会
第４１回総会を開催します！！

この一年間の活動を総括し、「野党は共闘」

から「野党連合政権へ」をめざして、情勢に

ふさわしい革新懇運動への飛躍を勝ち取る総

会として大きく成功させましょう。

会員、世話人、賛同団体、地域・職場・青

年革新懇のみなさま、未結成の地域からも総

会へご出席ください。

日時
１２月５日（土）
１３：００～１６：３０

場所 労働会館東館２階ホール

議題
２０２０年度

運動方針 提案と討論
役員選出・財政報告

10/24岡野さんの講演を聞く参加者


